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kxxxf  3)( とする。 )(xf は奇関数であり、 )(xfy  のグラフは原点に関して点対称である。 

)(xfy  上の点 ),( 3 tktt  における接線を考える。 kxxf  23)( より 

 3232 2)3())(3( txktktttxkty   

これが )(xfy  上にない点 ),( ba を通るとき kaatttaktb  2332 322)3(  ──① 

 

t に関する 3次方程式①が 3つの相違なる実数解を持つとき、 kaatts  23 32 のグラフと、 bs  のグラフ 

が、3つの共有点を持つ。 kaatttg  23 32)( とおくと )(666)( 2 attatttg   

0a のとき、 0)( ≦tg  となるので、 )(tgs  は単調減少であり、不適。 

0a のとき、 0t で極小、 at  で極大となる。 

0a のとき、 at  で極小、 0t で極大となる。 

kaaagkag  3)(,)0( であるから、 )(xfy  に 3本の接線が引ける点 ),( ba の存在範囲は 

0a のとき kaabka  3 、 0a のとき kabkaa 3  

 

領域 Aは 0x の範囲にあるから、 0x かつ kxxykx  3 が表す領域に、 A全体が含まれる。 

0≧k のとき、 0x かつ kxxykx  3 が表す領域は、第 1象限の点しか含まない。 

Aは第 4象限にあるから、少なくとも 0k が必要である。 

 

0k のとき 

kxxf  23)( より、 )(xf の 0x における増減は右の通り。 
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 1≦k かつ kf  1)1(1≦ であればよいので 12  ≦≦k  
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 ≧k  これは 3≦k を満たさず、不適。 

 

以上により、 12  ≦≦k が必要であるが、このとき、上記議論により、 

A全体が 0x かつ kxxykx  3 に含まれることは明らかである。 

求める必要十分条件は 12  ≦≦k  ……(答) 

 

 

※ kxy  は、 kxxy  3 の原点における接線、すなわち変曲点における接線である。 
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